
海外試験事例紹介

ばれいしょ(2022、ドイツ、フランス)

試験結果① 収量、等級比率の比較（2022、ドイツ）

試験概要：
• ユートリシャNを施用することにより、アンモニア窒素が供給され、
ばれいしょの収量と大きさの増加に寄与しました。

試験結果② 収量の比較（2022、イタリア） 試験結果③ 植物の様子（2022、ドイツ）
定植：22/4/21、写真：22/8/2
施肥量：いずれも200㎏N/ha
慣行区 ユートリシャN区

等級ごとの収量(t/ha)：18試験
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